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【肥料の名称】

登録肥料の登録申請や、指定混合肥料、特殊肥料の生産の届出に際し、申請
者が決めた肥料の名称で申請・届出することになりますが、名称を決めるに当
たり、以下に示す決まりからはずれることのないよう注意して名称をつけてく
ださい。

１ 全ての肥料について
（１）肥料の主成分、原材料または施肥効果について、誤解を生ずる恐れのあ

る名称をつけることはできません。
いけない例 各成分量が５％に満たないにもかかわらず「園芸用肥料５５５」とする

など

例２ 家畜の生糞であるにもかかわらず「家畜糞１００％堆肥」とするなど。

醗酵していない家畜糞は特殊肥料の「動物の排せつ物」に指定さ

れているのに、堆肥と名乗るのは誤解を生ずる。

例３ 肥効が有限であるにもかかわらず「永久効果肥料」とするなど。

（２）他人の商標を名称に使用し、名称が重複することで問題となることがし
ばしばあります。登録商標などになっていないかどうかを各自事前に調査
し、問題ないことを確認してから名称につけてください。

（３）他人の名称、他の会社名、他人(他社)の商標、他人(他社)の商号などに
ついては、使用しても問題ないかどうか十分確認の上、肥料の名称に使用
してください。

２ 普通肥料について
（１）全ての普通肥料について

ア 申請者が申請する「保証する主成分の種類」または「保証成分量」が異
なるものごとに、異なる名称としてください。

イ 肥料の登録先や届出先が、農林水産大臣と都道府県知事の両方になる場
合には別々の名称をつけ、それぞれに登録申請や届出をしてください。そ
の場合、保証する主成分の種類や保証成分量が同じであったとしても、別
々の名称としてください。
いけない例 有機質原料と椰子灰の組合わせによる化成肥料(大臣登録)の他、有機質

原料と骨灰の組み合わせによる化成肥料(知事登録)を上記大臣登録肥料と

同じ名称で登録申請するなど。

ウ 保証する主成分の種類や保証成分量が同じであったとしても、登録肥料
と指定混合肥料の両方がある場合は、別々の名称としてください。

エ ふりがなつきの名称や、図案を用いた名称をつけることはできません。

いけない例 渾名肥料 ５８４ 長肥料 ㊧印肥料 ☆◇肥料 肥料
あだな こ や し

オ 「高度」の文字を肥料の名称の中に用いる場合は、窒素、りん酸、加里
のうち、２つ以上の成分を保証していて、窒素、りん酸、加里のそれぞれ
の成分(全量、く溶性、水溶性成分など)の内、最も多い保証成分の合計量
が３０％以上の場合に限ります。
いけない例 保証成分がＰ30％のみにもかかわらず、高度蒸製骨粉とするなど。

例２ 保証成分がＮ:Ｐ=９％:20％なのに、高度肉骨粉とするなど。

例３ 保証成分がAN=８％、CP=15％、WP=10％、CK=５％、WK=４％の肥料の場

合、Ｎで最も多い成分がANで８％、ＰではCPが15％、ＫではCKが５％であ

り、Ｎ+Ｐ+Ｋ=８+15+５=28なのに、高度化成肥料とするなど。

カ 都道府県標準複合肥料と紛らわしい文字（「○○県」、「標準」、「基準」、
「奨励」など）を、都道府県標準複合肥料ではない肥料の名称とすること
はできません。

キ 「完全」などの文字を肥料の名称の中に用いる場合は、窒素、りん酸、
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加里の３成分とも保証している場合に限ります。
いけない例 完全魚かす粉末肥料 等(魚かす粉末は加里の保証はない)

ク 肥料中に有機質の原料を使用したことを名称で表したいときは、どのよ
うな有機質の原料を用いた場合でも、「有機入り」の文字で表してくださ
い。ただし、その有機質の原料由来の窒素量は０．２％以上含んでいる必
要があります。
（化成・配合肥料の場合。有機質原料１００％の有機質肥料は「有機入」

でなくとも「有機」の文字を使用して構わない<H28.2.4農水省より確認

済み>)
（２）登録肥料について

ア 該当する「肥料の種類」以外の肥料の種類を、その肥料の名称中に用い
ることはできません。

イ 「りん安」「りん酸アンモニア」を肥料の名称とする場合は、NH4H2PO4と
(NH4)2HPO4の含有量の合計が70％以上の場合に限ります。

ウ 「りん酸一アンモニア」「りん酸二アンモニア」を肥料の名称とする場
合は、それぞれの化学物質が90％以上の割合である場合に限ります。

エ 肥料の原料名を名称中に入れる場合は、「燐安」「硫燐安」「尿素燐安」
「塩燐安」「燐硝安」「硝酸加里」などの文字は用いても構いませんが、
それ以外の場合は、公定規格の「肥料の種類」欄に書かれている種類名を
用いることを原則とします。

（３）指定配合肥料について
公定規格の「肥料の種類」欄に書かれている種類名を名称中に用いる場

合は、その指定配合肥料が、その肥料の種類の公定規格に適合している場
合に限ります。

参考：肥料取締法の一部改正に伴う今後の肥料取締について(昭和59年４月18日付け59農蚕

第1943号


